
様式３ 実践事例 

東串良町立東串良中学校 第１学年 

【授業実践のポイント】 

① 生徒が多面的・多角的に考える発問になるように中心発問を厳選し,その他の

発問も焦点化した発問になるようにして,生徒の考えることを明確にした。 

② 多面的・多角的に学び合う授業になるように,自分なりの考えを整理させるた

めの手立てを工夫し,話合いの型を用いたグループ活動等により意見交換が活発

になるように工夫した。 

③ 生徒が日常を想起する場を設定し,自分を見つめるきっかけを作るために,導入

を工夫したり，展開に日常を想起させる発問を取り入れたりした。 

 

１ 主題名 ｢自他の権利と法の遵守｣［Ｃ（10）遵法精神，公徳心］ 

(1) 教材名 「使っても大丈夫？」（日本文教出版 ｢あすを生きる｣ １年） 

(2) 本時のねらい 

法やきまりが社会でどんな役割を果たしているか考え，自他の権利を重んじる

態度を育てる。  

 

２ 授業の展開  

過程 主な学習活動 時間 指導上の留意点 

導

入 

１ ルールについての事前アンケート結果を

見てどう思うか話し合う。 

 

 

 

５ 

分 

○ 生徒の経験から振り返

らせ，似た経験をしたと

きの気持ちを思い出させ

る。 

展

開 

２ 教材「使っても大丈夫？」の朗読を聞き, 

事例１～３についての問題点を確認する。 

Ｔ：事例１～３について，問題点は何だろ

う。 

３ 権利を侵害された側の気持ちを考える。 

Ｔ：事例１～３とは逆に，この写真のよう

に自分の顔写真が学校のＨＰに載ってい

たらどう思うだろう。 

４ 法やきまりの存在意義について,もう一

度アンケート結果を見て,個人で考えさせ

てから，グループでも話し合う。 

Ｔ：ルールはなぜあり，守らなければなら

ないのだろう。 

20 

分 

 

 

５ 

分 

 

 

 

15 

分 

 

○ ３つの事例から，自他

の権利や利益，人権が守

られていないことに気付

かせる。 

○ 事例１～３とは視点を

変えて，自分の権利が侵

害されたときどんな気持

ちになるか考えさせる。 

○ 話合いの型を用いるこ

とで，活発な意見交換が

できるようにする。 

終

末 

５ 法やきまりを守ることの意味を考え，自

分なりの意見をまとめ，振り返りを行う。 

Ｔ：これからの生活でどのようなことに心

がけていきますか。守りたいルールや心

構えを書こう。 

５ 

分  

○ 個人でノートにまとめ

させる。 

○ 授業後に振り返りを行

い，変容を確認できるよ

うにする。 

 

ルールはなぜあり，なぜ守らなけれ

ばならないのだろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

〈ワークシート〉       〈学校全体で活用している話合いの型〉 

３ 実践を終えて 

(1) 成果 

  ア 発問を焦点化し個人で考える時間を確保することにより，グループでの話合

いに一人一人が積極的にかかわる姿が見られた。 

イ ワークシートの工夫によって，最初の自分の考え，友達の考えを聞いて気付い

たこと，授業後の考えの変化などを生徒自身に整理させることができた。 

(2) 課題 

  ア 今回の中心発問は，生徒に馴染みのあるきまりに視点を広げ，法やきまりの

意義について考えさせたが，今後，生徒の気持ちを揺さぶる場面も設定していく。 

イ 話合いの型を用いたグループ活動を他の教科や領域でも取り組むことで，話

合いを習慣化していく。 
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ルールは，誰かがい
や な 思 い を し な い
よ う に す る た め に
ある。  
(理 )ルールをみん
な が 守 れ ば 世 界 は
平和になれるから。 

法律やルールがな
ければ，自分や友
達が楽しく生活で
きなくなり，いじ
めや事故が起こり
やすくなってしま
うから。  
 

法 律 が な け れ ば 国
が 困 難 な 状 態 に な
る。 
(理 )悪い人が好き
勝 手 に ふ る ま っ て
も 法 律 が な い と 捕
まらないから。 
 

法 律や ルー ルが
ないと，犯罪をし
て しま う人 が増
えてしまうから。 

 

守 らな いと 好き
勝手になり ,事故
に なる 原因 にな
るから。 
 
 

悲しい思いをす
る人が増える，
自由な世の中に
ならないように
するため。 
 

法律がなかったら，
何でもできるから大
変なことになる。 
(理)何をしても捕ま
らないし ,警察の仕
事もなくなるから。 
 
 

他人に迷惑をかけ
ないようにするた
め。 
(理)自分がいいと
思っても ,他人は
不快に思うことが
あるから。 

ル ー ルを 守ら な
い と 人の 迷惑 に
なる，何でもあり
の 世 界に なっ て
しまうから。  
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各班の話合いの内容をホワイトボードに書かせ,比較できるように掲示した。 

 事前アンケートを踏
まえ,生徒が考えるルー
ルについて提示し,身近
なルールについて考え
を深められるようにし
た。 

 生徒の入学式の写真（実際は顔が判別できるも
の）を提示し権利を侵害された側の気持ちを考えさ
せた。 


